
様式第11号：公表用提案概要書 受付番号：

（３）半島全体の提案イメージ

半島に強烈な
点をつくる

=ディスティネーションホテル

半島既存資源と
融合したコンテンツ

自然の再生
地域の再生
人の再生 の循環をデザイン

提案コンセプト:リジェネラティブなペニンシュラリゾートの開発に取り組み、観光とローカルのくらしのハッピーシナリオを策定

① 九十九島観光公園の活用（ホテル・ランドスケープ開発及び公園開発）

半島の歴史・風土を現代的に再解釈し土地の空気感を

宿泊体験に織り込んだディスティネーションホテルの開発

◯半島/佐世保の風土を織りこむヴァナキュラーで本質的な価値の提供

◯日本を代表するペニンシュラリゾートとして国内外からの注目創出

◯客室数を絞り、高付加価値化して特定のターゲットを集客

◯市民公園とも緩やかに繋がり折り重なる、観光とくらしの新たな融合

ホテルエリア

市民公園エリア

傾斜面へ埋め込み地形と一体化 公園エリアと宿泊エリアの連続

過大な開発への依存を避け、既存資源

の再編集によるエリアの価値向上を実現

唯一無二の本質的体験を求める高感度層
上質な文化自然体験を求めるインバウンド層
ローカルでの自然体験を求めるファミリー層

半島_西九州させぼ広域都市圏
エリアの全体全体の価値向上

社会・環境課題解決

への貢献

ディスティネーション

ホテルの開発

・エリア既存資源の再解釈

・半島の観光価値/社会的評
価向上の契機に

・資源や公有施設の活用

例）廃校を利活用した蒸留所

・周辺エリアの巻き込み

・社会/環境への負荷を最小限に
したリジェネラティブな運営

→動植物園移転は提案に含めず

（１）イメージされる半島の将来像

（２）ターゲット：俵ヶ浦半島が既に有する圧倒的価値への共感性の高い層

②③ 公有施設の活用（廃校活用リノベーション）

A: 滞在・体験・交流の核となる蒸溜
所、薬草園の開設
（候補地：旧野崎中学校跡）

B: サブスクリプション型別荘サービス事
業者等の誘致、プロデュース及び運営サ
ポート
（候補地：

旧俵浦小学校、旧庵浦小学校跡）・自然/地域環境に密着した、蒸留所が核
となる未活用公有資源の再生
・地産物を活かし地域に根ざした蒸留所
運営を行ってきた連携実績を生かす。

・俵ヶ浦半島の自然景観と親和性のある自然回
帰型セカンドホームサービスの誘致

④ その他実施が見込まれる事業

LOCOTOMOと連携した、半島への
“地域とつながるリモートワーク×多
拠点居住”プログラム導入

・タクシードライバーによる、地域特性・天
候・健康状態などを踏まえた快適な移動ルー
トと地域情報の提供
・トレイルコース整備・イベント・地域住民
との共同運営を通したスポーツ文化とワーケ
ーションの融合体験の形成

（５）提案事業の想定事業費、想定される事業手法

事業主体想定事業費提案事業

民設民営63億円ホテル・ランドスケープ開発および公園開発事業①

民設民営8億円A：廃校建屋リノベーション事業（蒸留所・薬草農園開発事業）②

民設民営18億円B：廃校建屋リノベーション事業（サブスク型別荘）③

89億円（合計）

旧俵浦小学校 サブスク型別荘

ホテル事業をきっかけとした
半島各所の遊休公共施設活用 地域既存のサービスを活用した

拠点同士のネットワーキング

地域固有の農業・漁業資源の需
要創出と地域内循環

その他：出版所、ラボ、子ども食堂など

サブスク型別荘

半島活用の核となる
ディスティネーションホテル

蒸留所・薬草園

九十九島観光公園

旧野崎中学校

旧庵浦小学校

（４）公有施設の活用事業


